
平成 25 年 4 月  9 日 

記  者  発  表 

平成平成平成平成 24242424 年外国人宿泊者数について（速報）年外国人宿泊者数について（速報）年外国人宿泊者数について（速報）年外国人宿泊者数について（速報）    

 

平成 24 年の本県への外国人宿泊客数は 117,359 人泊で前年比では 146.1%と大幅に回復したものの、震災前の

平成 22 年比では 87.1%に留まった。アジアの回復は低調であった反面、オセアニア、北米の回復が顕著であ

り、オセアニアはビジットジャパン事業が始まった平成 15 年以来最高の来県者数、北米は 2 番目の来県者数

を記録した。 

◇欧米豪：欧州は放射能による風評被害の影響、円高基調の継続により震災前の水準には回復せず、平成 22

年比でフランス 61.1%、ドイツ 40.6%に留まった。一方、オセアニア、北米も放射能による風評被害の影響や

円高の影響により訪日外客数全体としては震災前の水準に届かなかったものの、来県者数としてはオセアニア

(オーストラリア、ニュージーランド)で過去最高の 5,215 人泊、北米(アメリカ、カナダ)で過去 2 番目の 7,631

人泊を記録、特に高野山への宿泊が平成 22年比でオセアニア 151.1%、北米 161.5％と大幅に増加した。 

◇アジア：本県の重要市場である香港、台湾が平成 22年比でそれぞれ 86.6%、80.5%に留まった。また、韓国 

が平成 22年比で 46.7%と低調であった。タイ、シンガポールは小規模な市場とはいえ順調に数字を伸ばした。 
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○国・地域別宿泊客数の推移 （単位：人泊）

アジア （香港） （台湾） （中国） (韓国） 欧米豪 （フランス） (北米） （オセアニア） その他 合計

１５年 45,737 5,858 28,327 1,829 8,046 12,671 1,139 5,456 601 2,875 61,283

２２年 85,246 37,053 26,542 5,446 11,722 40,589 12,580 5,596 3,370 8,967 134,802

２３年 57,101 28,259 17,393 3,279 4,334 16,634 2,538 4,428 2,609 6,603 80,338

２４年 71,953 32,104 21,368 6,657 5,476 37,185 7,682 7,631 5,215 8,221 117,359

対前年比 126.0% 113.6% 122.9% 203.0% 126.3% 223.5% 302.7% 172.3% 199.9% 124.5% 146.1%

対前々年比 84.4% 86.6% 80.5% 122.2% 46.7% 91.6% 61.1% 136.4% 154.7% 91.7% 87.1%

シェア 61.3% 27.4% 18.2% 5.7% 4.7% 31.7% 6.5% 6.5% 4.4% 7.0% 100.0%  

 

○主要市町村別の宿泊客数 （単位：人泊）

人数 シェア 人数 シェア 人数 シェア 増減数 比 増減数 比

高野町 41,946 31.1% 17,281 21.5% 33,653 28.7% 16,372 194.7% -8,293 80.2%

白浜町 23,674 17.6% 17,288 21.5% 29,133 24.8% 11,845 168.5% 5,459 123.1%

みなべ町 32,307 24.0% 23,160 28.8% 18,989 16.2% -4,171 82.0% -13,318 58.8%

和歌山市 7,473 5.5% 6,056 7.5% 14,772 12.6% 8,716 243.9% 7,299 197.7%

那智勝浦町 20,159 15.0% 11,270 14.0% 12,234 10.4% 964 108.6% -7,925 60.7%

田辺市 2,510 1.9% 1,217 1.5% 3,389 2.9% 2,172 278.5% 879 135.0%

串本町 4,655 3.5% 2,541 3.2% 2,528 2.2% -13 99.5% -2,127 54.3%

その他 2,078 1.5% 1,525 1.9% 2,661 2.3% 1,136 174.5% 583 128.1%

合計 134,802 100% 80,338 100% 117,359 100% 37,021 146.1% -17,443 87.1%

平成２２年 平成２３年 対前年平成２4年 対前々年

 



○主要国・地域別県内外国人宿泊者数の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

香港 台湾 フランス 中国 アメリカ 韓国 オセアニア ドイツ

１５年

２２年

２３年

２４年

人泊

○国・地域別県内外国人宿泊者数のシェア

香港. 27.4%

台湾. 18.2%

中国. 5.7%

アジアその他. 5.4%

その他. 7.0%

フランス. 6.5%
アメリカ. 5.2%

韓国. 4.7%

オセアニア. 4.4%

ドイツ. 2.2%

欧米豪その他. 13.3%

 

　　　　○県内外国人宿泊者数月別推移
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【参考】 
 訪日外客数 ＜ＪＮＴＯ発表＞ 
      平成２２年  ８，６１１，１７５人 
   平成２３年  ６，２１９，３００人 
   平成２４年  ８，３６８，１００人（対前年比 34.6%）（対前々年比-2.8%） 
 
  市場全体としては震災等の影響からほぼ回復。中でもオープンスカイによる航空座席量の増加、ＬＣＣの就
航に伴う個人旅行需要の高まりにより台湾は過去最高を記録。訪日旅行プロモーションの効果等によりタイも
過去最高を記録。放射能に関する風評被害の影響や円高の影響により韓国、欧州は平成 22 年比では減少基調
で推移した。 

 担  当  観光交流課 吉冨 

電 話 073-441-2789 


